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はじめに 

 

人生100年時代。安心して年を重ねるには、健康でいられ

ることを、だれもが願うところだと思います。 

市民の皆様が、安心して子どもを産み育て、いつまでも健

康で、充実した生活を送れることを目指し、「長岡京市第２次

健康増進計画」を策定致しました。 

本計画は、令和３年度からの「長岡京市第４次総合計画 第

２期基本計画」の施策体系の内、「こども」「くらし」の２つの柱

について、保健、医療の分野として展開していく位置付けと

なっております。 

また、「長岡京市第２次地域健康福祉計画」を上位計画として、庁内関係各課の関連する計画

と調和を図りながら実施していく業務計画であります。 

少子・高齢化の進展、生活習慣病の増加といった疾病構造の多様化など、健康を取り巻く環境

は、変化の波にさらされている状況にあります。 

折しも、令和２年３月に世界保健機関（WHO)によってパンデミック宣言がなされた新型コロ

ナウイルス感染症の収束には長期化が見込まれており、感染対策を講じた新しい生活様式の実

践が求められているところであります。 

 正に、健康を脅かす状況下において、だれもが安心、安全に暮らせる環境の整備に努め、市民

の皆様が健やかに暮らしていけるよう、本計画を着実に進めて参りたいと考えております。 

 最後に、本計画の策定にあたり、貴重なご意見、ご指導を賜りました、長岡京市地域健康福祉

推進委員会健康づくり部会の皆様をはじめ、市民の皆様、関係機関の皆様方に厚くお礼申し上

げます。 

 

令和３年３月 

 

 

 

 

 

長岡京市長 中小路 健吾 
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第１章 

計画の策定にあたって 

１．計画策定の背景 

 

平成２４年７月に厚生労働省から「国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な

方針」が出されました。これは、生活習慣及び社会環境の改善を通じて、子どもから高齢者まで

全ての国民が共に支え合いながら希望や生きがいを持ち、ライフステージに応じて、健やかで

心豊かに生活できる活力ある社会を実現し、その結果、社会保障制度が持続可能なものとな

るよう、国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な事項を示した「二十一世紀に

おける第二次国民健康づくり運動（健康日本２１（第二次））」であり、平成２５年４月から適用、

令和４年度まで推進するものとされています。 

また国は、母子保健分野では平成１３年度から２６年度までの「健やか親子２１」の取り組みを

受け、平成２７年度から令和６年度までの次期計画「健やか親子２１（第２次）」を実施中です。市

では、子ども・子育て支援法に基づく各事業（平成２７年度から本格施行）の内、地域の実情に

応じた子ども・子育て支援事業の「利用者支援事業 母子保健型」に基づき、子育て世代包括支

援センター（長岡京子育てコンシェルジュ事業）を平成２８年度から設置し、妊娠期から子育て

期の切れ目ない支援を行っております。 

一方京都府においては、人口減少、高齢化、生活習慣病の増加などの変化の中、府民に住み

慣れた地域で良質なサービスを切れ目なく提供するため、「健康増進計画」と「きょうと健やか

２１（第３次）」を「医療計画」に一体化した、「京都府保健医療計画」（平成３０年度から令和５年

度までの６年間）を作成しています。「きょうと健やか２１（第３次）」では、健康寿命を延伸し、す

べての府民が健康でいきいきと暮らしていくための取り組みを示しています。 

以上のような国や京都府の動向を取り入れ、長岡京市民の健康づくりや母子保健対策を一

体化した「長岡京市第２次健康増進計画」を策定することとしました。 

 

 

 

 

 

＊新型コロナウイルス感染症への対応について 

新型コロナウイルス感染症は令和 2 年 3 月 11 日に世界保健機関（WHO）によってパンデミック

宣言がなされ、対応は長期化が見込まれるものであります。 

新型コロナウイルス感染症対策として、「新しい生活様式の実践」が求められているところで、本計

画の期間である今後 5年間においてもそのことを意識しながらの対応が必要と考えています。 



- 2 - 

 

２．計画の位置づけ 

 

長岡京市第４次総合計画の基本構想では、まちの将来像として、『住みたい 住みつづけた

い 悠久の都 長岡京』を掲げています。さらに、５年毎の目標を基本計画で示しており、各施

策の推進が、人口減少時代を超えて持続的に発展できるまちづくりに繋がっていくよう目指し

ています。   

現在、第４次総合計画は、令和３年度からの第２期基本計画が開始となり、第２期基本計画施

策体系の６つの柱の内、保健・医療の分野では、「こども」「くらし」の２つの柱について、施策を

展開していく位置付けとなっています。 

また、庁内関係各課の関連する業務の計画としての「長岡京市健幸長寿プラン２０２５」・「食

育推進計画」、国民健康保険課の「保健事業実施計画（データヘルス計画）（第２期）」、子育て支

援課の「子ども・子育て支援事業計画」、高齢介護課の「高齢者福祉計画」・「介護保険事業計画」

等があり、これら各計画との調和を図ります。 

「長岡京市第２次健康増進計画」は、健康づくり推進課が所管する事業の実施計画とします。 

母子保健の分野においては、「母子保健計画」と読みかえることとします。 

 

 

 

3．計画の期間 

 

当課の事業実施計画として平成９年度に策定した「長岡京市保健計画」から、以後概ね５年間

ごとの見直しを行ってきました。 

 

「長岡京市第２次健康増進計画」は、上位計画の「長岡京市第２次地域健康福祉計画」に沿い、

令和３年度から令和７年度までの５か年計画とします。 
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Ｒ２
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※ 策定予定の計画

　　　　　　　健やか親子２１(第2次）
（平成27年度～）

障がい児福祉計画

（第1期計画）

障がい児福祉計画

（第2期計画）

障がい児福祉計画

（第3期計画）

京都府保健医療計画

（平成24年度～） 京都府保健医療計画

　　　　　　　健康日本２１（第二次）

（平成25年度～）

第５次長岡京市
障がい者（児）福祉基本計画

第６次長岡京市
障がい者（児）福祉基本計画

長岡京市

障がい福祉計画

（第4期計画）

長岡京市障がい福祉計画

（第5期計画）

長岡京市障がい福祉計画

（第6期計画）

長岡京市障がい福祉計画

（第7期計画）

長岡京市第7次

高齢者福祉計画

長岡京市第8次

高齢者福祉計画

長岡京市第9次

高齢者福祉計画

長岡京市第6期

介護保険事業計画

長岡京市第7期

介護保険事業計画

長岡京市第8期

介護保険事業計画

長岡京市保健事業

実施計画（第１期） 長岡京市保健事業実施計画

（データヘルス計画）（第２期）

（長岡京市国民健康保険特定健康診査等実施計画（第３期））

長岡京市保健事業実施計画

（データヘルス計画）（第３期）

（長岡京市国民健康保険特定健康診査等実施計画（第４期））

長岡京市国民健康

保険特定健康診査等

実施計画（第２期）

　　　　長岡京市

  子ども・子育て支援事業計画

（平成２７年度～）

長岡京市第2期
子ども・子育て支援事業計画

長岡京市第3期
子ども・子育て支援事業計画

　　　長岡京市健康増進計画
（平成２５年度～）

長岡京市第2次健康増進計画 長岡京市第3次健康増進計画

長岡京市第2次食育推進計画 長岡京市第3次食育推進計画 長岡京市第4次食育推進計画

前期プラン 後期プラン

長岡京市第2次地域健康福祉計画

前期計画 中期計画 後期計画

長岡京市健幸長寿プラン２０２５

図表  　    本計画及び関連諸計画の対象期間

長岡京市第4次総合計画

第1期基本計画 第2期基本計画 第3期基本計画
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＜ 健康日本２１（第二次）の５つの柱 ＞ 

１． 健康寿命の延伸・健康格差の縮小 

２． 生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 

３． 社会生活を営むために必要な機能の維持・向上 

４． 健康を支え、守るための社会環境の整備 

５． 栄養・食生活、身体活動・運動、休養、飲酒、喫煙及び 

歯・口腔の健康に関する生活習慣及び社会環境の改善 
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第２章 

計画の基本的な考え方 

1.基本理念 

 

健康とは、単に病気でない、虚弱でないということではなく、身体的、精神的、そして社会的

に完全に良好な状態と定義づけられています（１９４８年ＷＨＯ憲章※）。 

少子高齢化や核家族の増加、市民のライフスタイル、価値観の多様化などの社会背景は、身

近な地域社会の中で、子育てを支えあう地域の繋がりや、困った時に声を掛け合う関わりなど

を徐々に少なくしている状況にあります。地域の繋がりが減ることによって孤立化し、よりよく

生きるための社会環境が整いにくくなっています。 

乳幼児期から高齢期まですべての市民の人権が守られた中で、充実した保健・医療・福祉の

社会資源がもたらす安心の環境を維持しつつ、家庭や地域の互いに支えあう力をより一層強

めることで、誰もが住み慣れた地域で安心していきいきとその人らしく暮らしていけるまちを

築いていくことを目指します。                                          

 

 

 

 

２．基本目標 

 

長岡京市第４次総合計画 第２期基本計画の基本計画施策体系における６つの柱の内、母子

保健分野は「こども」、成老人保健分野は「くらし」を基本目標とします。 

 

 こども       子どもを望む人が安心して妊娠・出産でき、また、乳幼児が健やかに育つ環

境が整うことを目標とします。 

 

 くらし      「自分の健康は自分で守る」という意識と行動が浸透し、疾病の予防と早期 

発見、治療につながって、市民の健康寿命が延伸することを目標とします。 

【用語説明】 

 

※WHO は、国際連合の専門機関であり、1946 年ニューヨークで開かれた国際保健会議が採択した

世界保健憲章（1948年 4月 7日発効）によって設立された。 

「すべての人々が可能な最高の健康水準に到達すること」（憲章第１条）を目的としている。 

 

 

 

（母子保健分野）  

（成老人保健分野）  
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第３章 

長岡京市民の健康状態の概況 

１．人口の推移と構成 

 

本市は、昭和３０年代後半から京都市や大阪市を中心とする近郊都市として急激な人口流入

が進み、昭和４０年で約３０，０００人の人口がその後１５年間で２．４倍もの人口流入をみて、昭

和５５年には、７１，４４５人となりました。それ以降は人口の社会増減（転出入）と自然増による

ゆるやかな増加に留まり、平成７年の７８，６９７人をピークに横ばいとなっていましたが、平成

１７年頃からＪＲ長岡京駅西口の再開発やマンションの建設、宅地造成などによって人口が増え

始め、平成２３年には８万人を越えました。 

一方、高齢化率は年々増加し、平成２年の８．４％から平成１７年の１７．４％と１５年の間に倍

以上となりました。更に平成２２年国勢調査の２１．２％から、平成２７年国勢調査では２５．７％

と４ポイント上昇し、高齢化社会が進行しています。人口動態の推移が、平成２９年度から死亡

数が出生数を上回るようになっていることからもその傾向はうかがえます。 

 団塊の世代が後期高齢者になる令和７年（２０２５年）には、高齢化率は２７．９％になると推

計され、医療や介護などの需要がさらに増加することが見込まれます。 

  

■人口の推移                                 （単位：人） 

年  次 人口総数 備  考 

平成２７年 ８０,０９０ 第２０回国勢調査 

平成２８年 ８０,２１３ 京都府推計人口 

平成２９年 ８０,４２４ 京都府推計人口 

平成３０年 ８０,５６２ 京都府推計人口 

令和元年 ８０,５１４ 京都府推計人口 

      （長岡京市統計書 令和元年版） 
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■人口動態の状況  

 （単位：人）         

年次 自然増加 出生 死亡 

平成２７年 １２０ ７１３ ５９３ 

平成２８年 ５３ ７４７ ６９４ 

平成２９年 △３９ ６４３ ６８２ 

平成３０年 △５１ ６７０ ７２１ 

令和元年 △33 648 681 

（長岡京市統計書 令和元年版） 

 

■高齢化率の推計 

 

資料：平成12～27年 国勢調査 

令和2～7年  厚生労働省独自推計(平成29年) 

※令和２、７年については、可能な限り最新のデータを活用するため、 

厚生労働省が平成 27年国勢調査の結果を基に、平成 29年に 

独自推計した数値を掲載 （長岡京市健幸長寿プラン 2025） 

 

 

R7（2025） R2（2020） H12（2000）年 H17（2005） H22（2010） H27（2015） 
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■年齢構成の推移       

                                                     （単位：％） 

年   次 平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和元年 

年少人口割合 

（０～１４歳） 
13.8 13.8 14.3 14.1 14.0 

老年人口割合 

（６５歳以上） 
13.8 17.6 21.7 25.8 26.6 

     （長岡京市統計書 令和元年版） 

 

 

 

 

■合計特殊出生率 
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９
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【出典】 

○人口動態統計 

 （合計特殊出生率） 

○住民基本台帳 

 （長岡京市 15-49歳女性人口） 
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２． 健康状態の概況 

 

本市の平均寿命は、男女とも京都府の平均より長く、平成２７年厚生労働省発表の生命表に

よると、男性の平均寿命※1 は全国のベスト１２位であり、京都府下ではトップでありました。平

均寿命と健康寿命※2 の関係を見る時に、平均寿命の延びを上回る健康寿命の延びが見られる

ことが市民の健康度を評価するひとつの指標となります。 

厚生労働省研究「健康寿命の全国推移の算定・評価に関する研究（2018．3）」による「健康

寿命の推移の評価プログラム」を用いて平成２７～30 年の評価を実施すると、男女とも「平均

寿命の増加分を上回る健康寿命の増加」が見られます。今後も、この状態を維持できるように

対策を進めていく必要があります。 

死亡の状況からみる市民の疾病の状況は、標準化死亡比※3 によると、男性では「気管・気管

支及び肺がん」、「腎不全」が京都府より少し高い状況であります。女性では、「心不全」、「脳梗

塞」、「肺炎」などが全国平均・京都府平均より高い状況にあります（P.１1参照）。 

 

 

 ■本市の平均寿命と健康寿命               

（平均寿命：厚生労働省 市町村別生命表） （健康寿命：厚生労働科学研究「健康寿命に関する研究成果            

公開ホームページ」の「健康寿命算定プログラム」を用いて算定） 

 

 

H25 H26 H27 Ｈ28 H29 Ｈ30 H25 H26 H27 Ｈ28 H29 Ｈ30

平均寿命 82.74 83.26 84.18 82.3 82.08 83.5 87.45 87.83 88.66 87.88 87.98 88.49

健康寿命 80.57 80.96 81.92 80.49 80.42 81.47 82.94 83.25 83.92 83.65 83.76 84.27

78

80

82

84

86

88

90

男性 女性（歳）
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■国と京都府の平均寿命と健康寿命 

 （単位:歳）      

 平均寿命（平成 27年） 健康寿命（平成 25年） 

男性 女性 男性 女性 

全 国 80.77 87.01 71.19 74.21 

京都府 81.40 87.35 70.21 73.11 

                 （京都府：「きょうと健やか２１（第３次）」） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※健康寿命の算定について 

 

 国（「健康寿命算定プログラム」算定）  市（独自算定） 

健康な人の数 

の取り方 

日常生活に制限のない 

期間の平均 

日常生活動作が自立している

期間の平均 

測定法 
国民生活基礎調査 

（抽出・自記式調査 ３年毎） 
要介護２以上の人の数 

対象集団 都道府県（大都市） 都道府県・市町村 

  <注>国と市の健康寿命の算定は、使用データが違うことと、データの規模で誤差が 

生じるため、単純に比較はできない。 
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【用語説明】 

 

※1平均寿命：0 歳の平均余命を示している。 

 

※2健康寿命：健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。 

健康で過ごしている期間の算定は、厚生労働省研究班による健康寿命の指標「日常

生活動作が自立している期間の平均」（不健康な状態を要介護 2～5 として算定）を

用いて算定している。           

                   ＜参照：健康寿命の算定について＞ 

 

※3 標準化死亡比：年齢構成の違いの影響を除いた死亡率について全国基準値を 100 と

して比較したもの。 

■標準化死亡比   
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第４章 

長岡京市健康増進計画（前計画）の評価 

１．評価の概要 

 

 「長岡京市健康増進計画（前計画）」は、平成 25 年度から令和 2 年度末までを計画期間と

し、分野別に目標値を掲げ達成指標を設定していました。これに基づき以下のような評価を

行いました。（令和元年度末に流行した新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業につい

ては、補足説明を入れています。） 

 

 

２．分野別計画と取組の評価 

※1 こんにちは赤ちゃん事業の訪問率については、平成 30年度までは 99％以上を維持し、達成。 

令和元年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で訪問数が減少したことにより、目標の訪問率を 

達成することができなかった。 

 

※2 乳幼児期の予防接種率については、平成 30年度までは 95%以上を維持し、達成。 

令和元年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響による医療機関への受診控え等により、95%以上 

を達成しない予防接種があった。また、集団接種で実施している BCGについては、令和 2年 3月分を 

延期したため、接種率が下がった。 
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※3 平成３０年度から長岡京子育てコンシェルジュとして必要時保健師が地域子育て支援センターと連携し、 

支援を行っている。 

 

※4 平成 30年度は 79%。令和元年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響による医療機関への受診 

控え等により、受診率が 68％にとどまった。 

 

 母子保健分野は、設定した目標値をほぼ達成することができました。「子育てふれあい教室」

は、平成 29 年度で終了し、子育て支援課新規事業の「親子の絆づくりプログラム“赤ちゃんが

きた！”」にひきつぎました。 

 

 

※5 血管イキイキ講座については本文（P.15）参照 
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▶「生活習慣改善に対する行動変容段階」「メタボリックシンドローム予備群・該当者」「特定保健指導レベル 

悪化者数の割合」はMann-Whitney検定、他はχ2検定。 

▶「特定保健指導レベル悪化者数の割合」の検定結果は、H24・R1をそれぞれ単独で見た場合に、受診者の 

保健指導レベルについて「なし/動機付け支援/積極的支援」の 3段階に分類したものであり、「特定保健 

指導レベル悪化者」については言及していません。 

 

 ※6 平成 30年度は 29.7%。令和元年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響による特定保健指導の 

教室中止や訪問控えにより、実施率が 28.4％にとどまった。 
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成老人保健分野は、がん検診や特定保健指導は目標値に達していませんが、市民の健康に

対する意識は改善している項目が見られます。令和元年度から、血管イキイキ講座のような、 

従来までの集合型の健康教室を開催する方法から、地域の既存の集まり等に出向いた健康情

報の発信や、無料歩数計アプリを利用し、歩いた歩数に応じてプレゼントが当たる機会を設け、

健康づくりを支援する方法に変更し、広く健康づくりに関心を持ってもらうことができるよう

努めました。 

 

 

  

 

64 歳以下の訪問指導延べ数も、出前「転ばぬ先のからだづくり教室」実施件数も横ばい状

態でした。いずれも、依頼のある方への実施としていたために、増加していないものと思われ

ます。地域包括支援センターなど関連機関との協力により、より周知を図っていく必要がある

と思われます。 

 

 

地域における休日の診療体制と、休日・夜間の救急医療体制の確保は継続して達成できて

います。 
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第５章 

分野別計画及び評価指標 

 

＜長岡京市健康増進計画分野別計画の体系＞ 

 

分野別計画 

目標 事務事業名 
第４次総合計画に 

おける柱・目標 

母子保健分野 
・それぞれの家庭に応じた支

援を受けることで、保護者が

安心して子育てに取り組むこ

とができる。 

・地域で見守りができる環境

が整い、子育て中の親子が地

域とつながりを持つことがで

きる。 

□長岡京子育てコンシェルジュ事業 

□乳幼児・妊婦健康診査事業 

□子育て応援教室事業 

□育児支援家庭訪問事業 

□医師・心理発達相談事業 

□予防接種事業 

こども 

子どもを望む人が安

心して妊娠・出産で

き、また、乳幼児が健

やかに育つ環境が整

うこと 

成老人保健分野 
・市民が生活の中で、自然と健

康に関する知識を身につけ、

健康で過ごすための生活を

実践することができる。 

□健康づくり教育事業 

□成老人健康診査・がん検診事業 

□生活習慣病予防事業 

□地域リハビリテーション事業 

くらし 

「自分の健康は自分で

守る」という意識と行

動が浸透し、疾病の予

防と早期発見、治療に

つながって、市民の健

康寿命が延伸するこ

と 

 

 

 

 

 

 

＊新型コロナウイルス感染症対策を講じながらの事業運営について 

新型コロナウイルス感染症対策として、接触の制限や、密集の回避などの新しい生活様式の実践

をしながらの事業展開となるため、事業の遂行に影響が出る場合があります。 

また、そのような制約の中で、実施方法を工夫し、効果的に実施する方法を検討しながら進めてい

く必要があると考えています。 
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【用語説明】 

 

※長岡京子育てコンシェルジュ：長岡京市の子育て世代包括支援センターの名称 

 

 

 

 

１．母子保健分野 

〈現状と課題〉 

・平成２８年度から「長岡京子育てコンシェルジュ（子育て世代包括支援センター）事業※」を開始

し、妊娠・出産・子育て期の切れ目のない支援を目指し、支援体制の構築や早期支援の充実を

進めました。妊娠届出時に妊婦及び家族に対して保健師などが面接を行い、様々な状況を把

握し、妊婦が安心して出産を迎えられるよう、それぞれの妊婦に応じた支援を行いました。相

談数は年々増加し、保健師等の専門職が関わる機会が増えています。 

 

・核家族化が進み、産後十分な育児のサポートを得ることができない状況から、育児が負担に

なる家庭が増えています。出産後、両親とも仕事を継続する家庭が増えています。 

 

・地域での子育て教室や子育て支援センター等が増えたことにより、親子が出かけて相談をし

たり、育児に関する情報を得たりする場所が増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長岡京子育てコンシェルジュ事業のイメージ 
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〈今後の方向性〉 

・子どもの健やかな発育、発達を促すため、疾病の早期発見、早期支援に加え、保護者が育児を

前向きに行うことができるよう、必要な情報提供を行っていきます。 

 

・家庭の育児力を高め、個々の家庭で協力し合いながら育児ができるよう、家族状況に応じた

支援を行っていきます。 

 

・地域の子育て支援情報を常に更新し、個々に応じた情報を提供できるようにしていきます。 

 

・子育て支援に関わる機関と連携を図りつつ、市で取り組むべきことを精査し、自ら出かけるこ

とのできない家庭も含めて、必要な情報を得ることができたり、相談をしたいと思ったときに

相談をしたり、支援を受けることができる体制を作っていきます。 

 

 

〈子育て中の家庭をサポートするための市の取り組み（策定時）〉 

□長岡京子育てコンシェルジュ事業 

 

□乳幼児・妊婦健康診査事業 

 

（乳幼児健康診査（4か月・1歳 8か月・3歳 6か月）、妊婦健康診査） 

 

□子育て応援教室事業 

 

（Hello Baby教室、離乳食教室、10か月児教室、1歳 3か月歯の教室、子育て相談会） 

 

□育児支援家庭訪問事業 

 

□医師・心理発達相談事業 

 

□予防接種事業 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜長岡京子育てコンシェルジュルーム＞ 
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〈評価指標〉 

評価項目 
策定時 

（令和元年度） 

目標値 

（令和 7年度） 

全ての妊婦の状況把握率 100％ １００％ 

新生児訪問の訪問率 98% 99%以上 

育児の悩みを相談する人が「いる」と答えた割合 

（4か月児健康診査時） 
94.5% 95%以上 

3歳 6か月児健康診査受診率 96.9％ ９５％以上（＊） 

3歳 6か月児健康診査の未受診児の状況把握率 100％ 100％ 

Hello Baby教室の参加率 ２１．３％ ２５%以上 

10か月児教室の参加率 93.2％ 94％以上 

むし歯のない 3歳児の割合 90.4% ９０%以上（＊） 

支援が必要な家庭への訪問等での支援割合 100％ 100％ 

乳幼児期の予防接種の接種率 95％以上 95％以上 

（＊）健やか親子２１（第 2次）の目標値と合わせました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜1歳 3か月歯の教室＞ 

歯科衛生士の話 

＜離乳食教室＞ 

Web教室チラシ 
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２．成老人保健分野 

〈現状と課題〉 

・広報紙等で情報発信する健康に関する講演会や教室の参加者は、毎年参加している人や、他

の様々な講演会や催しに参加されている人が多い現状にあります。 

 

・市民アンケートでは、運動をするために必要なもの、健康的な食生活をするために必要なも

のともに「自分の意識」と答えた人が多い状況です。 
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（令和元年度 長岡京市「食と健康に関するアンケート」） 
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・朝食と昼食で主食・主菜・副菜がそろった食事をしている市民の割合が半数以下となってい

ます。 

 

・生活習慣病予防のための特定保健指導においては、対象者自身が特定保健指導の対象者と

なっている意識が薄く、指導につながらない人も多い現状があります。 

 

・地域リハビリテーション事業は、疾患を持っていても地域で生活できるよう小児も含めた支

援を行い、ニーズは多様化しています。 

 

 

〈今後の方向性〉 

・健康に関心のある人は、広報紙等で自ら情報を得て、講演会や教室へ参加しています。健康

に関心のない人へも、情報が届き、健康になるための行動を取ることができるよう、普段の生

活の中で自然と健康づくりに取り組むことができるような環境づくりを行っていきます。 

 

・健康に生活できる期間を延ばすために、市民が健診（検診）等を定期的に受け、結果に応じ必

要な行動等を取ることができるよう、市民のニーズを把握し、健診（検診）や保健指導等を受け

やすい環境を整えていきます。また、市民が自ら健康管理をしていくことができるよう、市民に

わかりやすく届く情報発信に力を入れていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和元年度 長岡京市「食と健康に関するアンケート」） 

46％

40％

75％

0% 50% 100%

朝食

昼食

夕食

主食・主菜・副菜がそろった食事をしている市民の割合

＜階段アートによる情報発信＞ 

＜健康情報発信＞ 

市政情報放映モニターの活用 
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〈健康づくりをサポートするための市の取り組み（策定時）〉 

□健康づくり教育事業 

（健康づくり啓発（階段アートを利用した情報発信等）、まちの保健室（地域の既存のイベント

に出向いての健康づくり支援）、健康マイレージ事業（無料歩数計アプリを利用した健康づく

り事業）） 

 

□成老人健康診査・がん検診事業 

（歯周疾患検診、20・30歳代の健康診査、特定健康診査（40歳～74歳の健康保険加入者

の健診）以外の健康診査、胃・肺・大腸・子宮・乳・前立腺がん検診、胃がんリスク検診、肝炎ウ

イルス検診） 

 

□生活習慣病予防事業 

（シェイプアップ教室、特定保健指導（訪問・来所相談）、糖尿病重症化予防訪問） 

 

□地域リハビリテーション事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出前「転ばぬ先のからだづくり教室」＞ 

チラシ 

＜乳がん検診＞ 

市政情報放映モニターによる受診勧奨 

（訪問指導、出前「転ばぬ先のからだづくり教室」、整形相談会） 
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〈評価指標〉 

評価項目 
策定時 

（令和元年度） 

目標値 

（令和 7年度） 

健康づくり啓発事業の参加者数 15,641人 16,000人以上 

1日の平均歩数 

男性 7,700歩  8,700歩以上 

女性 5,800歩  6,800歩以上 

主食、主菜、副菜の揃った食事を 1日 2食以上 

食べている人の割合 
55.7％ 58％以上※3 

大腸がん検診受診率（４０～６９歳） ４．９％ ５．4％以上※1 

乳がん検診受診率（４０～６９歳） １３．３％ １3．8％以上※1 

歯周疾患検診受診率 4．８％ ８％以上 

特定保健指導実施率 ２４．８％ 60％以上※2 

地域リハビリテーション指導が必要な家庭への訪問等

での支援割合 
100％ 100％ 

※1 前計画策定時は、対象者数を全人口から就業者を引いた数としていましたが、国基準が全人口で 

評価する方法に変更となったため、対象者数を国基準に合わせました。 

※2 長岡京市データヘルス計画と合わせました。 

※3 長岡京市第 3次食育推進計画と合わせました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜健康マイレージ事業＞ 

あるくとチラシ 
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≪資料編≫ 

 

１． 計画策定の過程 

 

（１）健康増進計画の評価を実施 

健康医療推進室保健活動担当において健康増進計画（前計画）の目標に照らし合わせ、現

状の分析、目標指標達成・未達成を確認、検証 

（２）市民アンケートの実施 （令和元年６月） 

市民の健康づくり意識の調査（第３次食育推進計画策定のためのアンケートと共同実施） 

   ・対象者：１５歳以上の市民 １,５００人無作為抽出 

   ・回答数：３８８人（郵送、Webによる回答） 

・回答率：25.9％ 

次期計画の目標指標の設定 

分野ごとにグループワークを実施し、次期計画の目標設定を行い、計画素案を作成 

（３）パブリックコメントの実施 （令和３年１月） 

 

 
２． 長岡京市地域健康福祉推進委員会健康づくり部会での検討 

 

計画策定に向け、長岡京市地域健康福祉推進委員会健康づくり部会で検討を行いました。 

（３回実施） 

令和元年１１月 20日 第１回目 健康増進計画（前計画）の評価を報告 

令和 ２年 ２月 6日 第２回目 第２次健康増進計画の評価指標を検討 

令和 ２年１１月 18日 第３回目 第２次健康増進計画素案を検討 
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《長岡京市地域福祉推進委員会健康づくり部会委員》 

     任期：平成 31年 4月 1日～令和 4年 3月 31日 

 

委員名 所属 備考 

松田 亮三 立命館大学 産業社会学部 部会長 

小原 尚之 一般社団法人 乙訓医師会 R2.6まで 

海老澤 哲也 一般社団法人 乙訓医師会 R2.6から 

内藤 雅文 京都府乙訓歯科医師会  

水島 啓子 公益財団法人 長岡京市スポーツ協会  

相模 真澄 特定非営利活動法人 おとくにパオ  

坂口 典子 市民公募  

片山  達 市民公募  

細野 幸代  京都府乙訓保健所保健室 R2.3.31まで 

極山 貴子  京都府乙訓保健所保健課 R2.4.1から 

永井 翔子 乙訓養護教員部会 R2.3.31まで 

吉村 友紀子 乙訓養護教員部会 R2.4.1から 

     （順不同・敬称略） 
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長岡京市第２次健康増進計画 

令和３年３月 
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